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摂食嚥下リハビリテーション学分野 
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科薬物療法学会学術大会，新潟県民会館（新潟
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ンションセンター（北海道・札幌市），2024年

6月 28-30日. 

14) 井上 誠：人生 100 年時代：人生 100年時代を

健口でおいしく食べるための秘訣～管理栄養

士に期待すること～．2024 年度新潟県栄養士

会定時総会及び特別講演会．新潟テルサ（新潟
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bellies of the digastric muscle in freely 

moving rats. 令和6年度新潟歯学会総会，新

潟大学歯学部（新潟県・新潟市），2024年4月

13日．新潟歯学会雑誌 54（1）：53，2024． 

40) 筒井雄平，Piriyaprasath Kajita, 

Chotirugsan Titi, 出羽 希， Charng-Rong 

Pan，真柄 仁，辻村恭憲，岡本圭一郎，山村

健介，井上 誠：嚥下時における顎二腹筋後

腹の関与．令和6年度新潟歯学会総会，新潟大

学歯学部（新潟県・新潟市），2024年4月13

日．新潟歯学会雑誌 54（1）:52，2024． 

 

【研究会発表】 

1） 相澤知里：舌腫瘍術後の再建皮弁形態変化を伴

う摂食嚥下障害に対して舌接触補助床で対応

した症例．第 1回全国歯科大学・歯学部 若手

歯科医師臨床症例発表会，日本歯科医師会館

（千代田区，東京都），2025 年 3月 30日，全

国歯科大学・歯学部若手歯科医師臨床症例発表

会抄録集 9頁，2025． 

2） 伊藤加代子：更年期女性によくみられる口腔の

症状とその対応．唾液ケア研究会，神奈川歯科

大学（神奈川県・横須賀市），2024年 11月 23

日． 

3） 河野 茜，井上 誠，小林義昭，小川 智，河野正

己：睡眠時誤嚥(Sleep Aspiration)のリスクファク

ター解析．第 20 回新潟睡眠呼吸障害研究会，新潟

医療人育成センター（新潟県・新潟市），2024 年 10

月 5 日． 

 

【受賞】 

1） 相澤知里：第 1回全国歯科大学・歯学部 若手

歯科医師臨床症例発表会 優秀賞，日本歯科医

師会，2025年 3月 30 日． 

2） 板 離子：2024年度 日本顎口腔機能学会奨励

賞，日本顎口腔機能学会． 

 

【その他】 

1) 濱島北斗，伊藤加代子：大切な食事介助のこと．

2024 年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学

総合病院（新潟県・新潟市），2025 年 3 月 27

日． 

2) 河野 茜，辻村恭憲：睡眠とからだ．2024年度

摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院

（新潟県・新潟市），2025年 3月 13日． 

3) 川田里美，真柄 仁：口腔ケアを学ぼう！．2024

年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病

院（新潟県・新潟市），2025年 2月 27日． 

4) 井上 誠：嚥下障害患者の嚥下動態に対しての

リセットゲルの可能性．ユニテック講演会

（Web），2025年 2月 17日． 

5) 伊藤加代子：更年期女性によくみられる口腔症

状への対応．大塚製薬社内研修会（Web），2025

年 2月 13日. 

6) 武田安永，辻村恭憲：高齢者の栄養．2024年度

摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院

（新潟県・新潟市），2025年 2月 13日． 

7) 相澤知里，小貫和佳奈：オーラルフレイルを知

ろう！．2024年度摂食嚥下セミナー，新潟大学

医歯学総合病院（新潟県・新潟市），2025年 1

月 23日． 

8) 真柄 仁：3つの看護場面から取り組む誤嚥性

肺炎予防．新潟大学医歯学総合病院 西 9 階病

棟看護師勉強会，新潟大学医歯学総合病院（新

潟県・新潟市），2025年 1月 17日． 

9) 真柄 仁：お口の衰え，オーラルフレイルを予

防しよう！．2024年度 バイタルケア新潟セミ

ナー，バイタルケア新潟介護ショップ（新潟県・

新潟市），2025年 1 月 16日． 

10) 坂 暢晃，小貫和佳奈：地域の病院に学ぶ③．

2024 年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学
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総合病院（新潟県・新潟市），2025年 1月 9日 

11) 井上 誠：餅による高齢者の窒息死には認知機

能の低下も関係？雑煮はより注意！事故を防

ぐ食べ方のコツと普段からできる予防法．JNN

プ ラ イ ム オ ン ラ イ ン

（https://www.fnn.jp/articles/-/805904），

2024年 12月 30日． 

12) 2024 年度にいがた摂食嚥下障害サポート研究

会講演会，新潟大学歯学部講堂（新潟県・新潟

市），2024年 12月 14日． 

13) 前川和也，河野 茜：「食べる」の訓練につい

て．2024年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯

学総合病院（新潟県・新潟市），2024年 12月

26日． 

14) 菊池裕子，辻村恭憲：身近に感じる摂食嚥下．

2024 年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学

総合病院（新潟県・新潟市），2024年 12月 12

日． 

15) 板 離子，笹 杏奈：「食べる」の仕組み．2024

年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病

院（新潟県・新潟市），2024年 11月 28日． 

16) 船山さおり，坂 暢晃：くちのかわき・味覚障

害．2024年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯

学総合病院（新潟県・新潟市），2024年 11月

14日． 

17) 新大祭～in古町ルフル～，舌（ぜつ）をはかっ

てみよう！．2024年 11月 3日． 

18) 新大祭紹介，NSTスマイルスタジアム，2024年

11月 2日． 

19) 真柄 仁：摂食嚥下障害－知って，ケアして，

健康長寿を目指そう－．令和 6 年度 第 3 回新

潟気軽に省エネくらぶ企画講座，新潟市亀田市

民会館（新潟県・新潟市），2024年 10月 25日． 

20) 真柄 仁，前川和也：オーラルフレイルを知ろ

う！．2024年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医

歯学総合病院（新潟県・新潟市），2024 年 10

月 24日． 

21) 小貫和佳奈：スタンダード摂食嚥下，コロニー

にいがた白岩の里（新潟県・長岡市），2024年

10月 23日． 

22) 井上 誠，真柄 仁：人生 100年時代の中で豊

かな生活をお口の健康とともに．MySCUE 体験

イベント 講演会，イオンモール新潟亀田（新

潟県・新潟市），2024年 10月 13日． 

23) 第 20 回ばりあふりーお食事会．ホテルオーク

ラ新潟，2024年 10月 12日． 

24) 武田安永，小貫和佳奈：栄養を学ぼう！．2024

年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病

院（新潟県・新潟市），2024年 10月 10日． 

25) 前川和也，坂 暢晃：大切な食事介助のこと．

2024 年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学

総合病院（新潟県・新潟市），2024 年 9 月 26

日． 

26) 真柄 仁，鈴木 拓，笹 杏奈：ワークショッ

プ⑤ 嚥下記録の面白さを知ろう．第 13回顎口

腔機能セミナー，ホテル千秋閣（徳島県・徳島

市），2024年 9月 20-22日． 

27) 真柄 仁；留学体験記．第 13 回顎口腔機能セ

ミナー，ホテル千秋閣（徳島県・徳島市），2024

年 9月 20-22日． 

28) 伊藤加代子：歯科におけるカウンセリングの紹

介 Ver.3．新潟県カウンセリング協会研修会，

新潟市総合福祉会館（新潟県・新潟市），2024

年 9月 15日． 

29) 伊藤加代子：ラインケア～より良い組織・チー

ムづくりのためのコミュニケーション～．東芝

ホームテクノ株式会社（新潟県・新潟市），2024

年 9月 13，19日． 

30) 小貫和佳奈，相澤知里：口と身体の関係．2024

年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病

院（新潟県・新潟市），2024年 9月 12日． 

31) 伊藤加代子：健康でおいしく・楽しく食べる～

唾液と味覚の役割を中心に～．そのき市民学級，

曽野木公民館（新潟県・新潟市），2024年 9月

10日． 

32) 笹 杏奈，川田里美：「話す」の訓練とは．2024

年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病

院（新潟県・新潟市），2024年 8月 22日． 

33) 水口俊介, 會田英紀, 伊藤加代子, 有友たか

ね, 大渡凡人, 中根綾子, 原野 望, 竜 正, 

小笠原 正, 尾立 光：老年歯科医学 診療参

加型臨床実習マニュアル「口腔機能低下症の検

査」． 老年歯科医学, 39(suppl):13-40, 2024

年 8 月 20 日 ，

https://doi.org/10.11259/jsg.39.supplemen

t_13 

34) 羽尾直仁，濱島北斗：地域の病院に学ぶ②．2024

年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病

院（新潟県・新潟市），2024年 8月 8日． 

35) 伊藤加代子：口腔ケアの実際と食事介助の基本．

2024 年度口腔ケア研修会，新潟県社会福祉協

議会，Web開催，2024年 7月 31日． 

36) 辻村恭憲，河野 茜：「食べる」の訓練とは．

2024 年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学

総合病院（新潟県・新潟市），2024 年 7 月 25

日． 
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37) 真柄 仁，小貫和佳奈，井上 誠：新潟大学医

歯学総合病院歯科外来患者における口腔機能

低下症と身体機能の関連評価．フレイル対策二

次予防事業等実施報告会，新潟県医師会館（新

潟県・新潟市），2024年 7月 22日． 

38) 伊藤加代子，板 離子：くちのかわき・味覚障

害．2024年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯

学総合病院（新潟県・新潟市），2024年 7月 11

日． 

39) 船山さおり，筒井雄平：口腔ケアを学ぼう！．

2024 年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学

総合病院（新潟県・新潟市），2024 年 6 月 27

日． 

40) 江川広子，小貫和佳奈：地域の病院に学ぶ①．

2024 年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学

総合病院（新潟県・新潟市），2024 年 6 月 13

日． 

41) 相澤知里：お仕事紹介 File02 歯科医師 高校

生・中学生の進路選択に役立つ医療介護栄養の

お仕事まるわかり事典．16-17，株式会社日本

医療企画北信越支社，2024年 5月 31日． 

42) 笹 杏奈，菊池裕子，伊藤加代子：「食べる」

の仕組み．2024年度摂食嚥下セミナー，新潟大

学医歯学総合病院（新潟県・新潟市），2024年

5月 23日． 

43) 川田里美：新潟大学未来社会を牽引するグロー

バルな総合知を備えたフロントランナー育成

プロジェクト（次世代プロジェクト），2024． 

44) 筒井雄平：新潟大学未来社会を牽引するグロー

バルな総合知を備えたフロントランナー育成

プロジェクト（次世代プロジェクト），2024． 

45) 濱島北斗：新潟大学未来社会を牽引するグロー

バルな総合知を備えたフロントランナー育成

プロジェクト（次世代プロジェクト），2024． 

46) Ho Yin Leung：新潟大学未来社会を牽引するグ

ローバルな総合知を備えたフロントランナー

育成プロジェクト（次世代プロジェクト），2024． 

47) 板 離子：新潟大学未来社会を牽引するグロー

バルな総合知を備えたフロントランナー育成

プロジェクト（次世代プロジェクト），2024． 

48) 出羽 希：新潟大学未来社会を牽引するグロー

バルな総合知を備えたフロントランナー育成

プロジェクト（次世代プロジェクト），2024． 

49) 相澤知里：新潟大学未来社会を牽引するグロー

バルな総合知を備えたフロントランナー育成

プロジェクト（次世代プロジェクト），2024． 


